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ドイツ文学におけるノヴェレ
　　　理論の研究（4）（完）
一ロマン派以後の発展（1I）一
谷崎英　男
7．　シュトルムとノヴェレ
　19世紀にドイツが生んだ代表的なノヴェレ作家の一人であるテーオドーア・
シュトルム（1817一ユ888）がノヴェレについて述べているのは，『ユ881年度の撤
回序文』（Eine　zur廿ckgezogene　Vorrede　aus　dem　Jahre1881）のなかで
である。彼は次のように述べている。
　　r近代において，とくに最近の2，3世紀に完成し，現在個々の文学作品
　において，程度の差こそあれ完全に出来上った形で存在しているノヴェレは，
　重要な内容を取り上げるのにも適しており，このノヴェレという形態におい
　ても，文学の極致をきわめるのは，もっぱら作家次第である。ノヴェレはも
　はや以前のように，『異常性によって人目をひきつげ，意外な転回点を提示
　する事件の簡潔な描写』ではない。今目のノヴェレは戯曲の姉妹であり，散
　文文学のもっとも厳Lい形式である。戯曲と同じように，ノヴェレは人生の
　もっとも奥深い問題をとりあつかい，戯曲と等しくその完成には，全体がそ
　こから作られて行く中心点に立つ葛藤を要求する。従ってまた完結した形式
　と非本質的なものすべての排除を求めるのである。ノヴェレはただ単に耐え
　るだけではなく，芸術の最高の要求を求めるのである。・・
　　ついでながらいえぱ，ノヴェレの創作作法は叙情詩のようなものであ乱
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　みんなうまくやっていると思っているが，成功しているのは少数の人達だ
　けであり，しかもそり場合でも運のいい時だげなのである。」（Die　N0Ye11e，
　wie　sie　sich　in　neuerer　Zeit，besonders，in　den1etzten　Jahrhunderten，
　ausgebi1det　hat　und　jetzt　in　einze1nen　Di6htmgen　in　mehr　oder
　minder　vo1lendete｝Durch抽h醐ng　vor1iegt，eign16t　sich　zur　Aufnahme
　auch　des　bedeutenden　Inha1ts，und　es　w1rd　nur　auf　den　D1chter
　ankommen，auch　in　dieser　Form　das　H6chste　der　Poesie　zu1e三sten．
　Sie　ist　nicht　mehr，wie　e｛nst，”die　kurzgeha1tene　Darste11ung　einel＝
　durch　ihre　Ungew6hnhchkeit　fesselnden　und　einen　廿berraschenden
　Wendepunkt　darbietenden　Begebenheit“；die　heutige　N0Ye11e　ist
　die　Schwester　des　Dramas　und　die　strengste　Form　der　Prosadichtung．
　G1eich　dem　Drama　behande1t　sie　die　tiefsten　ProbIeIne　des　Menschen1e－
　bens；gleich　diesem　verlangt　sie　zu　ihrer　Vol1endung　eiI1en　im　Mit・
　telpunkt　stehenden　KonfIikt，von　welche皿aus　das　Ganze　sich　or二
　ganisiert，unddemzufo1ge　die　gesch1ossene　For血und　dieAusscheidm〕g
　al1es　Unwesentlichen；　sie　du1det　nicht　nur，sie　stel1t　auch　die
　h6chsten　Fordermgen　der　Kunst．……
　　Imむbrigen　geht　es　mit　der　Novellistik　wie　mit　der　Lyrik；a11e
　㎜einen　es　zu　k6men，und　nur　bei　wenigen　ist　das　Ge1ingen，und
　auch　dort　nur　in　g1直cklicher　Stunde．）
　シュトルムがケラーにあてた手紙の中で，おだやかなユーモアをもって・自
分ならハイゼの鷹を平然として飛びさらせると述べたことは（1883年9月13日
の手紙）右名な事実であるが，それにもかかわらず，ハイゼとシュトルムの考
え方は，ノヴェレの領域を人生間題一般へ拡大したという点では同一歩調を取
っている。シュトルムはrノヴェレは戯曲と同じく人生のもっとも奥深い問題
をとりあつかう」といい，ハイゼもrノヴェレは徐々に発展して，もっとも深
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遠で重要な倫理的な間題が話題になる形式にまで進んだ」と述べている。この
ことは7オン・ヴィーゼも説いているように，ノヴェレがかつての教訓話的な
ものや，ロマン派の空想的芸術とはまったく違った新しい姿になったことを示
しており，遣徳的な，あるいは世界観的な，あるいは形而上学的な諸間題を含
んだ19世紀の市民化された世界全体を反映しているといえるであろう。ノヴェ
レは真実の事件を形造るとともに，芸術的な技術を必要とするので，また作家
の主観と現実の事件の客観とのあいだを媒介するのに適したジャソルであるの
で，リアリズム時代に新しい隆盛期を迎えたことは当然なことといえるであろ
う。
　なおもう一点シュトルムの考え方において注目すべき点は，ハイゼが軽く触
れたノヴェレと戯曲の関係について，はっきりとrノヴェレは戯曲の姉妹であ
り，散文文学のもっとも厳しい形式である」と述べている点である。
8．　ケラーとノヴェレ
　コソラート・フェルディナソト・マイヤー（Conrad　Ferdinand　Meyer）
（1819一ユ890）と並んで，ユ9世紀にスイスの生んだ作家であるゴットフリート・
ケラー（1819－1890）は，『緑のハインリッヒ』（Der－9rOne　Heinrich）（1855年）
や『ゼルトヴィラの人々』（Die　Leuteマon　Seldwyla）（前編）（1856年）な
どを発表したのち，1861年にチューリッヒ州政府の一等書記官（erster　Staats・
schreiber）に起用され，76年まで勤めた。そのため『七つの聖人物語』
（Sieben　Legenden）．（1872年）やrゼルトヴィラ物語』（後編）（1874年）な
どが発表されるまで，十数年間の空白期問があったが，1881年8月12日にケラ
ーはシュトルムにあてて次のように書いている。
　　r問題の材料自身に関していえば，わたしは次のようなことがそれだと考
　えています。
　　すなわちロマーンとノヴェレには，他のジャンルに対すると同じように先
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験的な理論や規則はほとんど存在せず，そういう理論や規則は模範的なもの
とみなされる作品から抽象されるか，あるいはその価値や領域の限界はこれ
からやっと標示されなげれぱならないということです。ノヴェレの発達，ある
いはそう呼ばれているものは，今でもなお流動中です。」（Was　die　fragliche
Materie　selbst　betri鉦t，so　ha1te　ich　da価r，daB　es　fiir　Roman　und
　Novelle　so　wenig　aprioristische　Theorien　und　Regeln　gibt　als　fむr　die
andem　Gattungen，sondem　daB　sie　aus　den　fiir　mustergOltig
anzusehenden　Werken　werden　abgezogen，respektive　daB　die　Werte
md　Gebietsgrenzen　erst　noch　abgesteckt　werden　mOssen．　Das
Werden　der　Novelle，oder　was　man　so　nemt，ist　ja　noch　immer　i肌
　FluB．）
　ロマーン作家でもあり，ノヴェレ作家でもあったケラーが，ロマーンとノヴ
ェレの関係について，またノヴェレについてどのように考えていたかは，この
書簡の言葉から明らかであろ㌔
9．　エルンストとノヴェレ
　マルクス主義者から転向L，新古典主義の作家として300篇にものぼるノヴ
ェレを残したバウル・エルソスト（Pau1Emst）（1866－1933）は『ノヴェレ
創作手法』（Zur　Technik　der　Nove1le）のなかで，次のように述べてい乱
　　rことばの芸術の中では，その本性からみて，戯曲とノヴェレがもっとも
　強く法則の締めつげをうけている。……戯曲が抽象的な芸術形式であって，
　人生の興味深い内容，すなわち人問において色々なエネルギーが貯えられて
　いる瞬間を，見ることによってこれらのエネルギーが解放される具体的な衣
　裳を着せて提示するのと同じように，ノヴェレもまた同じ役割を演じている。
　　現実に対して比較的密接な関係をもち，そのために鳴りはじめるともうす
　ぐにこの現突にゆり動かされて刺激をうけるわれわれドイツ人は，ラテン民
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族のように，芸術的形式に対して強い感受性をもっていない。ノヴェレは本
当の偶然によって，ロマーンと同じ外的制約をうけるので，つまり個々人に
よって，ひとりで静かに読まれるものであるから，われわれはノヴェレのロ
マーンに対する原則的な相違点をみずから説明する必要がないことを犬いに
よろこび，性格描写や言葉づかいや気分や思想や色々な教訓におもしろさを
感じて，ノヴェレにとっては戯曲にとってと同じように，本質的なものは構
成であって，このことに比べれば，ほかのすべてのことは，二次的な意味し
かもちえないし，またもってはならないことを忘れてしまうのであ乱…・
　明確にするために，まったく分りやすい例，1375年に書かれた古いイタリ
ア人であるジョヴァンニ・セルカンビ（1347－1424）のノヴェレによって例
示することにしよう。コソスタンチノープルの皇帝にはたったひとりの息子
があるが，悪い仲間とのつきあいが好きで，刑罰をうけるかもしれない恐怖
から逃亡する。お金を使い果したのち，ジェノヴァで人知れず非常にみじめ
な生活をしている。偶然のことで，彼は一羽の鷹を手に入れ，念入りな手当
をしたので，鷹は大変りっぱなものになる。この息子が鷹を連れて町を歩い
ていると，高貴な騎士が話しかけてきて，この動物を売る積りはないかとた
ずねる。息子は贈り物としておくるが，売る積りはないと答える。騎士はこ
んなぼろをまとった浮浪者に，贈り物をしたいといわれて，それを侮辱と考
えたので，腹をたてて鷹を息子の手から奪い取り，鷹でもって何回も息子の
顔をなぐりつける。その結果息子は血を流し，鷹は死んでしまう。このよう
な取り扱いを受けたことで，若者の胸はショックを受ける。というのは，自
分が一体どんな立場にあるかということや，父親がまもなく死ぬかも知れな
いことや，そうなったらいつまでも現在の状態にとどまっていなければなら
ないことを思いっいたからである。彼はある船に雇われて，故郷へ帰り，父
親と和解し，父親がまもなく死んだあとで，皇帝になる。さっそくほかの忠
誠を誓う使者たちにまじってジェノヴァからの使者もやってきて，その中に
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は例の騎士がいる。皇帝は自分の正体をそれとなくさとらせ，騎士の行為に
よってふたたび正気にもどれたのだから，騎士に大いに感謝しなければなら
ないといい，騎士に十分報ゆる。
　上記のノヴェレにおいては，ひとりの人間の運命のすべてが，性格と境遇
に緒びつけられる隈り，たった一っの点で決定されており，そのことが異常
な出来事なのである。多くの放蕩息子たちは，外国で不幸な目に会うかもし
れないが，全体として見ると，結局は謙虚な姿になり，家へ帰るのであ
る。
　そして今日普通になっている自然主義的な理論によると，作者は人間を徐
徐につかれさせてしまうような，わずらわしいたくさんの小さなみじめな事
例の積み重ねを提示しなければならたいであろう。上記のノヴェレでは，そ
のような事柄は物語られずに，すべてがたったひとつの出来事の中にまとめ
られ，そこから人生が後方へも，前方へも光線が投げかけられるのである。
そしてこの出来事は，稀有で特異な性質なものなので，想像力に印象を残す
のである。
　われわれが今あげたノヴェレは，真の模範である。というのは外面的な経
遇こおいてぱかりでなく，人物の精神状態の描写においても，強力な抽象化
が行われているからである。なぜなら現実においては，このような場合決定
するのは合理主義的な表面のモチー7でなくて，多くの衝動と事物が決定的
なものだからである。しかしながら現実の描写はまったく意図されておらず，
運命の間題だけに著者は関心をもち，それをたとえばギリシャのレリーフが
一軒の家を一つのドアによって暗示する遠記法によって，表現したようなも
のである。一・・
　このような種類の近代のノヴェレの例として，ドイツの生んだ巨匠コンラ
ート・フェルディナント・マイヤーの『ペスカーラの誘惑』（Die　Versuchung
des　Pescara）を選びたいと思う。……マイヤーの問題はセルカンビの幼稚
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な話に比べれぱ，もっと深遠で，範囲が広げられているばかりでなく，物語
ももっと豊かなものになっている。すなわちいく人かの鋭いシルエヅトをも
った人物や時代色彩も描かれており，さらには風景的たものも少し加えられ
ているのである。しかしながらこのような犬いなる充実にこそ，抽象化し，
濃縮する芸術形式としてのノヴェレの特性があらわれている。マイヤーにお
いては，抽象化は特に好んでできる隈り多くのものを，すべてのありのまま
のものから離れて核心だけを伝える対話の中に押L込むことによって行われ
ている。彼はそのことによって，思想や志向の詳しい直接的な叙述をさげ，
あいまいで多様な現実に対して，必要な確固とした形式を与えるのである。
対話の中に入らないものはすべて，絶対に必要たことだけを教えるまったく
簡潔な言葉に押し込められ，永遠的な印象を残す形象だけを用いるという取
捨選択によって，状景を眼の前にあるように生き生きとしたものにするので
ある。
　このようなノヴェレが与える感動的な印象を，あの隈りなく豊かなトルス
トイが，たとえばはてしないほど広大なr戦争と平和』の中で・あらゆる文
学的な才能を最犬隈に浪費しながら目指したにもかかわらず，手にLえた比
較的少ない効果とを比較してみるといい。純粋な芸術形式には，どんなカが
潜んでいるかが分るのである。
　これまで観察してきた種類のノヴェレは，もっともすぐれたノヴェレであ
る。なぜならある人間の決定的な運命の瞬間に関することでなくて，もっと
取るに足らない事件に関するときには，第二の種類はもっと浅薄な印象を作
り出す。一・・ノヴェレ作品の最初の初期において，ノヴェレが一方では逸話
から，他方では童話から発展している所では，特にr昔話集百話』と古代カ
スティーヤ地方のrルカノール伯爵』では，このような種類が優位を占めて
いるO・・・…
　ノヴェレの第三の種類として，最後に今日ではもはやほとんど本当には理
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解しえないもの，すなわち気のきいた答を数えあげなければならない。しか
もわれわれにとっては，今日まったく適切で正Lいものが，特に気のきいた
ものに思われるのである。昔は一つの考えを言葉に表わすのに，どんな努力
を必要としたかを考えなければならない。一・・
　疑いもなく近代におげるノヴェレの解体の窮局の根拠は，奥深い所に起因
している。つまり近代精神の相対主義的な傾向が，初まりとおわり，原因と
きまった結果がなければならないどんな形式にも，敵対的たのである。」（In
den　redenden　K廿nsten　sind　ihrer　Natur　nach　am　st身rksten　durch
Gesetze　eingeengt　Drama　und　Novel1e．＿＿Wie　das　Dra㎜a　eine
abstrakte　Kunstfor㎜　1st，we1che1nteressante　Inhalte　des　Lebens，
das　heiBt　Punkte，um　we1che　sich　bei　den　Menschen　Energieen
lagem，in　einem　sinn1ichen　Gewand　giebt，durch　dessen　Anblick
diese　Energieen　gelδst　werden，so　ist　es　auch　die　Novelle．
　WiエDeutsche，die　wir　eine　e㎎ere　Beziehmg　zur　Wirk1ichkeit
haben　und　daher　schon　durch　ein　Anklingen　an　diese　gerOhrt　und
erregt　werden，haben　nicht　das　starke　Gefiih1揃r　die　kiinst1erische
Form　wie　die　Romanen；und　da　die　No▽e1le　durch　einen　wahren
Zufa11denselben身uBeren　Bedingengen　unter1iegt　wie　der　Roman，
n直㎜lich　von　einze1nen　Personen　anein　und　mhig　ge1esen　wird，so
freuen　wir　uns　sehr，daB　wir　uns　ihre　gr亡nds身tz1iche　Verschiedenheit
vom　Roman　nicht　klar　zu　machen　brauchen；wir　ergδtzen　uns　an
Charakteristik，Sprache，Stimmung，Gedanken　und　anerhand　Be1eh・
rende㎜md　vergessen，daB価r　die　NoveI1e　genau地r　das　Drama
das　Wesent1iche　der　Aufbau　ist，neben　dema11es　Andere　nur　zweite
Bedeutung　haben　kann　und　darf．…、．。
　Der　Klarheit　wegen　sol1an　emem　ganz　emfachen　Be1sple1exemp11i1－
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ziert　werden，an　einer　N0Yene　von　Giovami　Sercambi，einem　a1ten
Italiener，der1375schrieb．Der　Kaiser　von　Konstantinope1hat　einen
emz1gen　Sohn，we1cher　sch1echte　Gese11schaft1lebt　und　aus　Furcht
Y0r　Strafe　f1ieht．Nachdem　er　sein　Ge1d　verbraucht　hat，1ebt　er
unerkamt　in　Gema　sehr　elend．Durch　Zufa11bekommt　er　einen
Fa1ken，we1chen　er　sorgf創tig　behandelt，so　daB　er　sehr　schδn　wird．
A1s　er　mit　ihm　einst　auf　der　StraBe　geht，redet　ihn　ein　vomehmer
Ritter　an，ob　er　ihm　das　Tier　verkaufen　wo11e；er　eエwidert，er　wolle
es　ihm　schenken，aber∀erkaufen　werde　er　es　nicht．Der　Ritter
wird　zornig，daB　ein　so　zer1umpter　Stro1ch　ihm　etwas　schenken　wo1le，
er　das　als　Be1eidigmg　au丘aBt，nimmt　ihm　den　Fa1ken　aus　der　Hand
und　sch崎gt　ihm　damit　mehrma1s　ins　Gesicht，so　daB　er　b1utet，und
der　Fa1ke　stirbt．Die　Behand1ung　geht　dem　J廿ng1ing　sehr　zu　Herzen，
denn　er　denkt　daran，we1chen　Stand　er　eigent1ich　habe；daB　sein
Vater　bald　sterben　kδme，und　er　dann　in1mer　in　seiner　jetzigen
Lage　b1eiben　m廿sse．Er▽erdingt　sich　auf　einem　Schi旺，危hrt　nach
Hause，sδhnt　sich　nユit　seinem　Vater　aus　und　wird　nach　dessen　bald
folgendem　Tode　Kaiser．Alsbald　kommen　unter　andem　hu1digenden
Abgesandten　auch　solche　von　Genua，mit　ihnen　jener　Ritter－Der
giebt　sich　ihm　zu　erkemen，sagt，er　sei　ihm　sehr　zu　Dank　verpf1ich－
tet，denn　durch　seine　亘andlung　habe　er　ihn　wieder　zu　sich
gebracht，und　belohnt　ihn　reich1ich．
　　Hier　ist　ein　ganzes　Menschicksa一，insofem　es　an　Charakter　md
Umst註nde　gekniipft　ist，in　einem　eizigen　Pmkt　entschieden，we1ches
ein　auBergew6hnlicher　Vorfall　ist．Viele　verlorene　Sδhne　m6gen　in
derFremde　E1end　erdulden，durchderen　Summe　schlieB1ichgedemOtigt
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werden　und　dam　nach　Hause　zurickkommen；und　nach　der　heute
gew6hn1ichen　naturalistischen　Theorie　hatte　def　Dichter　die　er－
mOdende　M1enge　dieser　kIeinen，sich　h乞ufenden　E1ends撞11e　aufzu－
weisen，we1che　den　Menschen　allm註hlich　m首rbe　machen；hier　wird
derartiges　nicht　erz註hlt，sondem　das　a11es　in　einem　einzigen　Vorfa11
zusammengefaBt，von　dem　aus　das　Leben　dann　nach　rickw互rts
und　nach　vorw乞れs　bestrah1t　wird；und　dieser　Vorfall　ist　se1tener
md　eigent亡mlicher　Art，so　daB　er　sich　der　Phantasie　einpr乞gt．
　　Unsere　Nove11e　ist　ein　wahres　Paradigma，denn　nicht　mr　an　den
身uBeren　Vorg身ngen　ist　die　starke　Abstraktion　vorgenommen，sondem
auch　bei　der　Schilderung　des　Geisteszustandes　der　Person；denn　in
Wirklichkeit　entscheidet　in　solchen　F捌en　nicht　ein　rationalistisches
▽ordergmndmotiv，sondem　tausend　Thebe　und　Dinge　sind　entschei－
dend．Aber　es　ist　gar　nicht　eine　Schildermg　der　Wirk1ichkeit
beabsichtigt；den　Verfassef　interessiere　nur　ein　Schicksalspエoplem，
das　er　darstente　gewissermaBen　mit　der　Stenograhie，mit　welcher
etwa　ein　gdechisches　Re1ief　ein　Haus　durch　eine　Th立r　andeutete．．、．
　　Als　Beispie1einer　modemen　Novelle　dieser　Art　wo1len　wir　unseres
groBen　Meisters　Conrad　Ferdinand　Meyer”Versuchung　des　Pescara“
w身hlen；
　　Meyers　Prob1em　ist　nicht　mr　tiefer　und　weiter，wie　in　der　kind－
1ichen　Geschichte　Sercambis，die　Erz盆hlungist　auch　reichergeworden：
wir　haben　eine　Anzahl　scharf　si1houetieれer　Personen，Zeitko1oht，
sogar　eine　Spur　Landschaft1iches．Aber　gerade　bei　diesem　groBen
Reichtum　zeigt　sich　das　Charaktehstische　der　Novelle　als　abstrahie－
rende　und　konzentrierende　Kunstfom1．Bei　Meyer　gescl1ieht　das
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Abstrahieren　mit　Vor1iebe　dadurch，daB　er　mδg1ichst　vie1in　den
Dia1og　legt，der　nat廿r1ich　weit，weit　von　aller　Natせr1ichkeit，nur
Quintessenz　giebt，Er　umgeht　dadurch　die　weitlau丘ge，mmitte1bare
Darstel1ung　der　Gedanken　md　Strebungen　und　glebt　dem　Unbest1m－
mten　und　Vie1fachen　der　Wirklichkeit　g1eich　die　feste　Form，die
er　braucht．Alles，was　nicht　in　den　Dia1og　geht，wird　in　ganz　kurze
Bemerkungen　gedr直n鉢，we1che　das　ummganglich　Nδtige　behchten
md　die　Situation　anschau1ich　machen　durch　ra冊nierte　Auswah1der
Bi1der，indem　er　nur　sich　fest　einpr亘gt．
　　Man　vergleiche　den　ersch肚temden　Eindmck，den　eine　solche
Nove11e　macht，mit　der　relativ　geringen　Wirku㎎，die　dermend1ich
viel　reichere　To1stoi　etwa　in　dem　uferlosen　”Krieg　und　Frieden“
erzie1t　bei　der　auBersten　Verschwendung　jedes　dichterischen　Ta1ents，
md　man　wird　sehen，welche　Macht　in　der　b1oBen　k廿nstlerischen
Form　liegt．
　　Die　bisher　betrachtete　Art　der　Novel1e　ist　die　vomehmste．Einen
f1acheren　Eindmck　erzeugt　die　zweite　Art，wem　es　sich　nam1ich
nicht　um　die　entscheidende　Schicksalsstmde　eines　Menschen　handelt，
sondern　um　ein　minder　bedeutendes　Vorkommnis，……1n　den　ersten
An飴ngen　der　Nove11istik，da，wo　die　Nove1le　sich　aus　der　Anekdote
einerseits，aus　den　M盆rchenandererseits　entwicke1t，vomehm1ich　in
den”α〃o〃o砂2〃2伽地加“md　dem　altkasti1ianischen　”C㎝6θ
工鮒α勉07“直berwiegt　diese　Art．．＿．一
　　Als　dritte　Art　der　Nove11e　endlich　muB　man　etwas　rechnen，was
wir　heute　kaum　noch　recht　Yerstehen　kδnnen，n身m1ich　die　geistreiche
Antwoれ；und　zwar　erscheint　als　besonders　geistreich　schon　etwas，
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　was　fur　uns　heute　bloB　ganz　einfacn　tre舐end　und　richtig　ist．Man
　㎜uB　wissen，we1che　Anstrengmg　es　frOher　kostete，einen　Gedanken
　in　Worte　zu　bri㎎en．・・・…
　　Unzweife1haft　hat　die　modeme　AufIδsung　der　Nove1le　ihren　letzten
　Gmnd　in　tiefliegenden　Ursachen：die　relativistische　Richtung　des
　㎜odemen　Geistes　ist　jeder　Form　feind1ich，bei　der　es　eben　Anfang
　und　Ende，eine　Urasche　und　feste　Folge　geben　muB．）
　ユルンストは，ハイゼ以後今一度ノヴェレ理論を確立しようとした人といえ
るし・またボッカチオでないが，セルカンビの「鷹のノヴェレ」を引き合いに
出Lている点でも似かよっているが，エルソストの立場は若いときに影響を受
けた自然主義に対する徹底的な敵対者であった。1906年に出版された『形式へ
の道』（Der　Weg　zur　Form）の中でも，ユルンストはノヴェレをr抽象化し，
濃縮する芸術形式」（abstrahierende　md　konzentrierende　Kunstfom）と
指摘し，ありのままの現実やその模写はrとりえがない」（talentlOS）とし，
ノヴェレはその節点に，「意外で特別なことだとわかる不条理なもの」（etWaS
Unvem廿nftiges，das　sich　als泣berraschend　und　besonders　ausweist）
を含んでいなげればならないと述べている。このような観点から見るならば，
「ことばの芸術の中では，その本性からみて，戯曲とノヴェレがもっとも強く
法則の締めつげをうけて」おり，rノヴェレもまた戯曲と同じ役割を演じてい
る」と考え，rノヴェレにとっては戯曲にとってと同じように，本質的なもの
は構成であって，このことに比べれば，ほかのすべてのことは，二次的な意味
しかもちえないし，またもってはならない」とエルンストが述べているのは，
まったく当然なことといえよう。従ってr近代におげるノヴェレの解体の根
拠」をrどんな形式にも敵対的な近代精神の相対的な傾向」に求めているのも
納得のいく所である。
　しかしながら，エルンストはrノーベル賞』（Nobelpreis）（1919年）の中で
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rノヴェレは知性によっては決して完全に捕えることのできない不思議な事件
の物語であり，またそれを偶然と呼ぼうが，神の導きとして，あるいはまた内
的衝動とLて大きな活動の余地を与えようが，不可解な力の物語である。」
（Nove11en　sind　Erzahlungen　von皿erkwurdigen　Vod乞11en，welche
mema1s　vo111g　durch　den　Verstand刎erfassen　smd　und　den　unbegrelf－
1ichen　Gewalten，㎜δgen　wir　sie　a1s　Zufan　bezeichnen，als　g6ttliche
Le1tungoderalsmnerenTr1eb，e1nengroBen　Sp1e1raum　lassen）と述
べているように，そしてまた前述のようにセルカソビのノヴェレを例証の例と
Lて採用しているように，古いルネッサソス時代のイタリアの作品を余り重視
している気味がある。ヒソメルもこの点を指摘して，rエル：■ストはヘツベル
と同じように，あらゆる蒔代に通用するノヴェレの形態は，昔のイタリア人に
よって作られ，その形態から逸脱することは，ただ堕落しか意味しえないとす
る錯覚におちいっている」と述ぺているωことも，注目すべきであろう。
10．　ムーズィルとノヴェレ
　その大作『特性のない男』（Der　Mam　ohne　Eigenschaften）によって，
戦後注目されるようになったオーストリアの作家ローベルト・ムーズィル
（Robert　Musil）（1880－1942）は，r文学的年代記』（Literarische　Chronik）
の中で，次のように書いている。
　　rある体験は人間を殺人へかりたてることもありうるし，また別の体験は
　5年間孤独の中での生へ導くかも知れない。どちらの体験のほうが強烈であ
　ろうか？ノヴェレとロマーソとの区別は，大よそそのようなものである。突
　然起る隈界のある精神的な興奮がノヴェレを生み出し，遠くすべてのものを
　自分に吸い込んでLまう精神的な刺激がロマーンを作り出すのである。すく“
　れた作家なら，自分の考え方や感じ方を押し込むことを許す人物やフィクシ
　ョソを意のままに扱えるならば，いつでもすぐれたロマーンを（と同じよう
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に戯曲も）書くことができるであろう。というのは，この作家の見出す間題は，
平凡な作家にのみ価値を与えるからである。優秀な作家はあらゆる間題の価
値を認めない。なぜなら彼の世界は別の世界であり，すべての問題は地球儀
の山のように小さくなってしまうからである。しかしながら優秀な作家がす
ぐれたノヴェレを書くのは，ただ例外とLてであることを考えて欲しいもの
である。というのは，このような例外は彼自身ではなく，突然彼をおそうも
の，衝撃であり，生まれついたものではなく，運命の定めだからである。こ
のたった一つの体験の中で，突如として世界が掘りさげられ，作家の視線は
これまでとは違った方に向げられるのである。このたった一つの実例で，作
家はすべてのものの実相が見えるように思えるのである。これこそがノヴェ
レの体験なのである。」（Ein　Er1ebnis　kann　einen　Menschen　zum　Mord
treiben，ein　anderes　zu　einem　Leben　f廿nf　Jahre　in　der　Einsamkeit；
welches　ist　st直rker？　So，ungef筋r，unterscheiden　sich　Nove11e　und
Roman．Eine　p1δtzliche　und　umgrenzt　b1eibende　geistige　Erre馴ng
ergibt　die　Novel1e；eine　iang　hin　a1les　an　sich　saugende　den　Roman．
Ein　bedeutender　Dichter　wird　jederzeit　einen　bedeutenden　Roman
schreiben　kδmen（und　ebenso　ein　Drama），wem　er　Ober　Figuren
und　eine　Erfindung　ver地gt，die　gestatten，daB　er　seine　Art　zu
denken　md価h1en　ihnen　eindr直ckt．Dem　die　Prob1eme，die　er
entdeckt，verle1hen　mr　dem　m1ttleren　D1chter　Bedeutmg；e1n　starker
Dichter　entwe廿et　alle　Probleme，dem　seine　Welt　ist　anders　und
s1e　werden　klem　w1e　Geb1rge　auf　emem　Globus　Aber　man㎜ochte
denken，daB　er　nur　a1s　Ausnahme　elne　bedeutende　N0Yel1e　schrelben
wird．Denn　eine　so1che　ist　nicht　er，sondem　etwas，das此er　ihn
hereinbricht，eine　ErschOttermg；nichts，wozu　man　geboren　ist，
sondern　eine　Fugung　des　Gesch1cks－In　d1ese正n　einen　Erlebn1s
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vertieft　sich　p1δtzlich　die　We1t　oder　seine　Augen　kehren　sich　um；
an　diesem　einen　Beispie1glaubt　er　zu　sehen，wie　al1es　in　Wahrheit
　sei：das　ist　das　Erlebnis　der　Novelle．）
　すぐれた作家は，ノヴェレの中でr突然彼をおそうもの」「運命の定め」をえ
がくものであるというムーズィルの考えは，前記のエルンストの，ノヴェレは
「意外で特別なこととわかる不条理なもの」を含んでいなければならないとす
るとする見解と，一脈通ずるものがある。また次章に出てくるルカーチも，初
期の作品であるr魂と形式』（Die　Seele　und　die　Formen）（1911年）の中の
テーオドア・シュトルムを論じた文において，ノヴェレの本質は，一言にして
いえば，「ある運命の一刻を限りない具象的な力によって表現した人生」（Ein
Menschenleben　durch　die　unendliche　simliche　Kraft　einer　Schicksals－
stunde　ausgedr廿ckt）であるとし，ほぼ同様な考えを述べている。
11．　ノレカーチとノヴェレ
　ハンガリーの生んだマルクス主義の芸術理論家であるゲオルク・ルカーチ
（Georg　Luk差cz）（1885－1971）は，その著『小説の理論』（Die　Theohe　des
ROmans）の中で次のように，述べている。
　　rノヴェレはもっとも純粋に技巧的な形式である。いっさいの芸術的形成
　の究極の意味は，気分として，形象化の内容的意味として，ほかならぬその
　ために抽象的にではあれ，ノヴェレによって語られるのである。
　　無意味さはっつみかくされず，何ものをも美化Lない裸身のまま，視線に
　さらされるが，そうすることによって，この恐れを知らぬ絶望的な視線のも
　っ呪縛力が，無意味さに形式の霊力を与えるのである。無意味さは，無意味
　さのまま形象となり，形式によって肯定され，止揚され，救われて永遠のも
　のになる。ノヴェレと行情的叙事的形式とのあいだには，飛躍がある。形式
　によって意味にまで高められたものが，たとえ相対的にせよ，その内容から
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見ても意味にあふれたものになるやいなや，沈黙していた主観は，形象化さ
れた事件の相対的意味から，絶対的なものへと架橋する自分自身の言葉を求
めて努力しなげれぱならないのである。」（Die　Novelle　ist　am　reintsen
artistische　Form：der　letzte　Sim　alles　k亡nstlerischen　Formens　wird
von　ihr　als　Stimmung，a1s　inha1tlicher　Sinn　des　Gesta1tens，wenn
auch　eben　desha1b　abstrakt，ausgesprochen．Indem　die　Simlosigkeit
in　unversch1eierter，nichts　beschδnender　Nacktheit　erblickt　wird，
gibt　ihr　die　bamende　Macht　dieses　furcht1osen　und　ho鉦nungslosen
B1ickes　die　Weihe　der　Form：die　Sim1osigkeit，vird，als　Sinn1osigkeit，
zur　Gestalt：sie　ist　ewig　geworden，von　der　Form　bejaht，aufgehoben
und　er16st．Zwischen　der　Noye11e　und　den1yrisch－epischen　Formen
ist　ein　Spmng．Sobald　das　von　der　Form　zum　Sim　Erbobene　auch
seinem　Inha1t　nach，wem　auch　mr　relativ，simY011ist，muB　das
stumm　gewordene　Subjekt　nach　eigenen　Worten　ringen，die　vom
　re1atiYen　Sinn　der　gestalteten　Begebenheit　eine　Br直cke　zum　Absoluten
bauen。）
前章の終りに述べたように，ルカーチは1911年に発表したr魂と形式』（ハン
ガリー語版はその前年に出版されている）の中では，ノヴェレの伝統的な解釈
の上にのっており，同じ文の中で，シュトルムがrノヴェレとはその異常性に
よって人目をひきつげ，意外な転回点を提示する簡潔な描写である」という古
くからの定義に異論をとなえ，「今日のノヴェレは散文文学のもっともきびし
く，完結した形式であり，戯曲の姉妹であり，戯曲と同じように，人生のもっ
とも奥深い問題をとりあつかう」｛到ものであるといっていることを指摘してい
る。しかしながら1914年の夏に構想され，単行本としては1920年に出版された
このr小説の理論』の中では，完全に形式の素材に対する勝利を強調し，杜交
界的なジャンルとしてのノヴェレについての解釈が，形式だけが形式として偶
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然の無意味さに勝ちどきをあげる純粋に形式主義的な解釈にとってかわられた
ことを示している。ルカーチは，1918年の12月に結成されて間もないハソガリ
ー共産党に入党し，以後マルキストとしての遣を歩むことになるが，1962年に
書かれた西ドイツのルターハソト杜から出版されたr小説の理論』の第2版の
序文においては，rみずからの方向をきめようとしてこの書を手にするなら，
その方向喪失の度合いを強めるばかりであろう。新進作家としてのアルノル
ト・ツヴァイクがr小説の理論』を読んだのは，方向を求めるためであったが，
かれの健康な本能はこの書を手きびしく拒絶してしまった。そのやり方が正し
いのである」と書いて，40年前の自分の作品を冷たくつきはなしている。この
ようなルカーチ自身の思想的変遷はさておき，ノヴェレの素材的な行動範囲を
余りにも拡大するのが危険であるように，余りにも純粋に形式主義的な考察も
危険であるといえよう。
12．全体のまとめ
　以上で18世紀のヴィーラソトから，20世紀のルカーチまで，ヨーゼフ・クン
ツが「入門篇」（Vorsufen）と名づけている段階の考察が終った訳で，これ以
後はさまざまな学者や文芸史家の学問的な学説が輩出するのであるが，そのこ
とは一まずおいて，ここで今までの考察をまとめてみたいと思う。以下そのま
とめた結論と，その根拠とたる諸家の言説を列挙してみよう。
　（1）ノヴェレの起源は逸話（Anekdote）であること
　「ノヴェレの起礎は逸話である。」rノヴェレは上流杜会の文学である。それ
ゆえ，逸話である。」（F．ツユレーゲル），rノヴェレは一方では逸話から，他
方では童話から発展している。」（エルソスト）
　（2）従って人物や性格ではなくて，事件，特に新奇な事件が中心点に立って
　いること
　「ノヴェレというのは，生起した例のない事件のことにほかならない。」（ゲ
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μ一テ），rノヴェレはその存在と生成のどの点においても，新しくびっくりする
ようなものでなげればならない。」（F．シュレーゲル），rノヴェレが本物であ
るためには，一方ではその珍奇な無類性によって目を引かなけれぱならない。」
（A．W．シュレーゲル），rノヴェレは，大小にかかわらず，どんなにたやす
く起りうるとしても，不可思議で，唯一無比な事件を，はっきりと見せること
によって，ほかの課題から区別されるであろう。」（テ4一ク），「作りあげるこ
と，性格の中から突如としてまったく新しくて，例のない側面を導き出す新し
くて，例のない事件が，ノヴェレにおいては主要な問題であり，そのことはい
つまでも変らない。」（ヘッベル），「もろもろの状況ではなく，事件が，出来事の
なかで反映される世界観ではなく，出来事それ自身がここ（ノヴェレ）では主
題なのである。」（ハイゼ），「ノヴェレにおいては，事件の目指す結論あるいは
核心は，もっとも決定的で，ノヴェレの重要性に対してもっとも本質的な契機
と見なさるべきであろう。」（ムント）
　（3）しかしながら，イタリア，スペイソなどラテソ民族のノヴェレ文学に範
　を取ったドイツのノヴェレは，近代市民杜会の発展とともに，新しい遣を進
　んだこと
　「注目すべき事件，あるいは巧妙に工夫されたびっくりするような出来事を，
単に報告するという段階から，ノヴェレは徐々に発展して，もっとも深遠で重
要な倫理的な間題が諸題に．なる形式にまで進んだ。」rわれわれが芸術的価値を
認めるノヴェレからは，どんな現実の文学的作品とも同じように，われわれは，
ノヴェレが含蓄に富んだ人間の運命や，心的な，精神的な，あるいは倫理的な
葛藤を眼前に展示し，われわれにありふれたものでない状況を通して，人情の
新しい側面を啓示することを要求する。」（ハイゼ），r古いノヴェレでは，『諸状
況や諸事清の特別な連鎖』が重きをなしているのに対して，近代のノヴェレで
は，近代的な感覚に従って主要な力点がr関係する人物の特性』におかれてい
る。」rわれわれ近代人にとっては，たとえぱポッカチオのように，単純に見る
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ということ，従って簡素に具象的に物語ることは，もはやかならずしもできな
いことであり，あるいはもはやほとんど不可能なことなのである。」（シュピー
ルハーゲン），「戯曲と同じように，（今日の）ノヴェレは人生のもっとも奥深い
問題をとりあつかう。」（シュトルム）
（4）ノヴェレとロマーンの関係は，単に長さの問題ではなく，この関係にっい
ては，諸説様々であること
　「われわれはロマーンとノヴェレという二つのジャソルの相違点を，とにか
く長さの尺度（この尺度を基準にすると，ロマーンは数巻本のノヴェレであり，
ノヴェレは小さなロマーンであるということになろう）を基準にして考えてい
ないということは，いっておかねばならない。」（ハイゼ），「ノヴェレというの
は，主として筋の単純さや，物語の範囲のせまさによって，犬きなロマーソか
ら区別されるか，あるいは後者に対して，大悲劇や大喜劇に対する小演劇に類
する関係にあるような物語の種類のことである。」（ヴィーラント），r素材に関
Lていえば，逸話に基礎をおくノヴェレの領域は独自のもので，英雄伝説に基
づくものは別種であるように思われる。・・一ロマーンは，歴史の叙述に極めて
近い存在であり，もともと歴史叙述を補完するものだげであるべきであろう。」
（シュライヤーマヅハー），「世界的な幅と全生涯にわたる広がりをもったロマ
ーンに対して，ノヴェレはいわぼ小宇宙的に向かい合っている。ロマーソが，人
生のあらゆる部分において，また時の経過に従って出し尽くされた全人生を展
示するものとし，またロマーンを直線的な方向に徐々に延長されて行く一本の
線の，時の進展の中でっぎつぎに連なる事件と比較しうるとするたらば，ノヴ
ェレは，それに対Lてむしろ円の線に。似ているのである。この円線は，自分自
身の中に収縮し，ノヴェレが存在し，事件のなりゆきをたどるある種の中心点
に対して，きわめて確固とした関係をもっているからである。」（ムント），rノ
ヴェレのロマーソに対する関係は，光のかたまりに対する一本の光線のような
ものである。ノヴェレは，実人生の状況の包括的な像を与えるのではなくて，強
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烈で瞬間的な力でもって，遠景としてのより大きな全体を指向する包括像から
の一断面を提示するのである。ある個人の完全た発展を示すのではなく，緊張
や危機をもち，気持や運命の転回によって，そもそも人生とは何ぞやというこ
とを，われわれに鋭く示してくれる人生の一部分を提供するのである。ロマー
ソが一連の局面による発展を示すのとは相違して，ノヴェレは一局面であると，
簡単にいってよいであろう。」（フィッシャー），rノヴェレは，ロマーンとは反
対に，印象をそのまま濃縮し，一点に集中し，それによって，丁度叙事詩に対
Lて，物語詩が一挙にすばやくわれわれの心の奥底を打つことができるように，
最高の勢力にまで高めることができるのである。……ロマーンが文化および杜
会像を大規模に，世界像を小規模に展開し，その際に，いろいろな生活圏の集
団的葛藤や集中的なからみ合いを目指しているとするならば，ノヴェレは，た
った一つの生活圏のなかで，個別の葛藤，一個の道徳的理念あるいは運命理念，
もしくははっきりと限定された一性格象を描写すべきであって，そのなかで
行動する人問と公生活全体との関係は，ただ暗示的な略記法で垣間見さえさせ
ればよいのである。」（ハイゼ），rノヴェレは諸状況や諾事清の特別な連鎖によ
って，興味深い葛藤にまき込まれる完成した諸人物を取り扱うものであって，
葛藤にまき込まれることによって，かれらはそのもっとも特有な本性において
みずからの姿をあらわにせざるをえなくなるのであ飢……古いノヴニレでは
r諸状況や諸事清の特別な連鎖』が重きをなしているのに対して，近代のノヴ
ェレでは，近代的な感覚に従って主要なカ点がr関係する人物の特性』におか
れているということを，つけ加えるならば，ノヴェレをロマーンからはっきり
区別するものを，かなりまとめられたと思う。ロマーンのねらいは，できる限
り興味のあるストーリというよりは，むしろ人生の広がりのできる限りの完全
な願望である。・…・・人間の魂の深奥への洞察ということは，ノヴェレ作家にと
っても，ロマーン作家にとっても，同じであ孔しかしながら前者はスフィン
クスの謎の部分的な解釈で十分満足するのに対して，後者は少なくとも窮局的
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な解決を求める。……ノヴェレ作家は，カンバスの上に少ない人物をおかねば
ならず，そもそもすべてが最初の設計図の上で進行するので，バレットの上に
もっ色彩は少ないが，その代りにはっきりした色彩をもち，犬胆たしっかりし
た筆でいわば即座に描くのである。それに対して多数の人物を舞台にのせ，そ
れらの人物を前景，後景，中景に適切に配置しなければならないロマーン作家
は，できるだけ大きな枠を必要とし，どんなに多くの色彩を自由に駆使できて
も，十分すぎるということはありえない一・・ノヴェレはわずかな因数でもって
確実な結果がはじき出される掛け算の例題に似ているし，それに引きかえ，ロ
マーソは足し算に似ていて，合計すべき数の列が長く，また額が異たっている
ために，その総額をえることは，煩雑で一般に不確実凌のである。」（シュピー
ルハーゲン），「ロマーンとノヴェレには，他のジャンルに対すると同じように
先験的な理論や規則はほとんど存在せず，そういう理論や規則は模範的なもの
とみなされる作品から抽象されるカ㍉あるいはその価値や領域の隈界はこれか
らやっと標示されなけれぱならない。ノヴェレの発達あるいはそう呼ばれてい
るものは，今でもなお流動中です。」（ケラー），rある体験は人間を殺人へかり
たてることもありうるし，また別の体験は5年間孤独の中での生へ導くかも知
れない。一・・ノヴェレとロマーソの区別は，大よそそのようなものである。突
然起る限界のある精神的な興奮がノヴェレを生み出し，遠くすべてのものを自
分に吸い込んでしまう精神的な刺激がロマーンを作り出すのである。」（ムーズ
イル）
　（5）ノヴェレと戯曲との類似性が大いに指摘されていること
　　rノヴェレはその性質からみると，ドラマティックかも知れない。」rノヴェ
レはドラマと類似性をもっている。」（F．シュレーゲル），rノヴェレは，物語
の主要部分がはっきり目につくように，決定的な転回点を必要とする。そして
ドラマにもまた，このことが必要である。」（A．W．シュレーゲル），「ノヴェ
レはその終局目的においても，またその芸術上の無駄の切捨てという点でも，
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戯曲と決定的な類似性をもち，一方ロマーンは，素材や無駄の切捨てや手段の
どの関連においても主観的であり，詩的ファンタジーと文学的才能の特質の点
でも，戯曲とはまったく対立するものである。」（シュピールハーゲソ），「今目
のノヴェレは戯曲の姉妹であり，散文文学のもっとも厳しい形式である。戯曲
と同じように，ノヴェレは人生のもっとも奥深い間題をとりあつかい，戯曲と
等しくその完成には，全体がそこから作られて行く中心点に立つ葛藤を要求す
る。従ってまた完結した形式と非本質的なものすべての排除を求めるのであ
る。」（シュトルム），rことばの芸術の中では，その本性からみて，戯曲とノヴ
ェレがもっとも強く法則の締めつけをうけている。……戯曲が抽象的な芸術形
式であって，人生の興味深い内容，すなわち人問において色々なエネルギーカミ
貯えられている瞬間を，見ることによってこれらのユネルギーが解放される具
体的な衣裳を着せて提示するのと同じように，ノヴェレもまた同じ役割を演じ
ている。」（エルンスト）
　（6）ノヴェレの作法として，転回点などの必要性が強調されていること
　rノヴェレは，物語の主要部分がはっきり目につくように，決定的な転回点
を必要とする。」（A．W．ツユレーゲル），r真正のノヴヱレは，ほかの物語の
すべてのジャンルから区別される，あの異常な目をひく転回点を，つねにもっ
ているであろう。」（ティーク），r一っの強烈なシルエットが，われわれカミ本来
の意味においてノヴェレと呼んでいるものに，欠げてはたらないであろう。」
（ハイゼ）
　（7）素材すなわち「何が」（das　Was）と，方法すなわち「いかに」（das
　Wie）との対立が常に存在していること
　　rノヴェレは，精神が新しくさえあれぼ，字句は古くても差支えない。」r真
のノヴェレはその存在と生成のどの点においても，新しく意外性のものでなけ
ればならない。」rノヴェレには，上手に物語るという技術が，本当に必要であ
る。」r物語の技術がすこし向上すれば，作者ぱその技術を示そう．とするであろ
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う。そうなれば，作者は取るに足らないものでも好ましいもの，つまり逸話で
もって，見せかけで楽しませたり，また一般に取るに足らないものでも，豊か
な技術によって，有りあまるほど飾りたてることができる。」（F．シュレーゲ
ル），rノヴェレが本物であるためには，一方ではその珍奇な無類性によって目
を引かねばならないが，また他方では一種の普遍妥当性をもっていなければな
らない。」rノヴェレを巧みに物語るためには，物語の中へ入ってくる目常的な
ものを，できるだけ短く処理しなげればならない。そしてそれを不当に飾りた
てようとはせず，もっばら異常なもの，無類なものに固執し在げればならな
い。」（A．W．シュレーゲル），「新しくて，例のない事件が，ノヴェレにおいて
は主要な間題である。」（ヘッベル），r近代において，とくに最近の2，3世紀
に完成し，現在個々の文学作品において，程度の差こそあれ完全に出来上った
形で存在しているノヴェレは，重要な内容を取り上げるのに適しており，この
ノヴェレという形態においても文学の極致をきわめるのは，もっぱら作家次第
である。ノヴェレはもはや以前のように，『異常性によって人目をひきつげ，
意外な転回点を提示する事件の簡潔な描写』ではない。」（シュトルム），rノヴ
ェレぱ，抽象化し，濃縮する芸術形式である。」（エルンスト），rノヴェレはも
っとも純粋に技巧的な形式である。」（ルカーチ）
　以上いくつかの結論を列挙したのであるが，これを見てもノヴェレについて
は，多種多様な見解があり，古いイタリアやスベイン文学の影響下にあったノヴ
ェレを規範として考えるか，あるいは19世紀のリアリズム時代のノヴェレを中
心に置くかによって，ずれが生じ，rノヴェレの概念における不変なものを明
らかにしようとするあらゆる試みは，挫折した」1割とされるのも，ゆえなしと
しない。ただ一般に辞書では，ロマーンをr長篇小説」，ノヴェレをr短篇小
説」としているが，これだげではただ長さの間題だけに帰着してしまうであろ
う。長さからいえば，ノヴェレは，r中くらいの長さの物語」であり，ローベ
ルト・ペッチュ（Robert　Petsch）のいうようにr短い物語と長い物語の中間
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の立場」（Mittelste11mg　zwischen　Kurz－und　Langerz包h1ung）であり，
「中篇小説」と訳さるべきであろう。そのことはさておき，ノヴェレは，ロマ
ーンと別の起源をもち，ロマーンとはまったく違った発展をとげたことは，以
上の考察から明らかになったであろ㌔
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